
１．広域的立地特性 
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■名古屋都心から約 20km 圏 

■名古屋駅から鉄道利用で 15 分、広域高速交通体系の結節点に位置する中核的都市 

■濃尾平野の中央にあって木曽川左岸に面する 

 

一宮市は、濃尾平野の中央、名古屋市と岐阜市の中間に位置する尾張地域の中核的な都市であり、北

東から南西にかけては、延長約 18km にわたって木曽川に接している。平均標高は 8.6ｍ、きわめて平坦

な地形である。東西方向の延長は約 15.3km、南北方向の延長は約 13.3km、面積は 113.91km2の規模を持

つ。  

名古屋都心からは約 20km 圏にあり、JR 東海道本線、名鉄名古屋本線により名古屋駅とは 10 分ないし

15 分以内で結ばれている。 

市内には名神高速道路の一宮、東海北陸自動車道の一宮西、尾西、一宮木曽川と計 4 つのインターチ

ェンジ、また両高速道路をつなぐジャンクションがあり、広域自動車交通網の結節点として位置づけら

れるほか、南北方向の名岐道路（名古屋高速 16 号）と国道 22 号、また東西方向は国道 155 号等が広域

幹線道路として機能している。 

 

図表 1-1-1 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(建設事務所管内図に加筆) 
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２．歴史的特性 
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■古くからの商品集散地、また美濃路等街道の宿場町として中心性を持つ 

■繊維産業を地場産業として栄えた歴史を持つ 

 

一宮市の中心地区は、尾張国の「一の宮」（国司がその国で最初に参拝する神社）である真清田神社

の門前町として平安時代から栄え、市の名もこれにちなんでいる。岐阜街道等の旧街道の通過地であ

り、通商的にも周辺地域の商品集散地としての市場的性格を持つ。江戸時代中期には日用品の交換や

綿織物の売買のために「三八市」が開かれ、これが現在の都市の中心部を成している。岐阜街道は後

の東海道本線、国道 22 号へと発展する重要路線であったが、近代以降の都市化によりその形跡の多く

は失われている。一方、東海道の宮宿と中山道の垂井宿とを結ぶ脇往還である美濃路については、宿

場と河川交通の要衝（萩原宿・起宿）の名残が今も比較的多く残されている。 

近代においては、明治 19 年（1886 年）に東海道本線が開通、また大正時代には名古屋電気鉄道（名

鉄）、それ以降さらに国道 22 号、県道名古屋一宮線等の広域交通施設が整備され、尾張西部地域にお

ける中核的な都市として発展した。大正 10 年 9 月 1 日に一宮市として市制施行し、昭和 15 年・30 年

と 2度の近隣町村との合併を経て市域を拡大したのち、平成 17 年 4 月 1日に、一宮市、尾西市及び木

曽川町が合併し、現在の市域形成に至っている。 

 

現在にまで至る一宮市の歴史を考察するうえで重要な産業資源は繊維産業である。その起源は奈良

時代まで遡り、江戸時代には木綿、絹織物、特に結城縞（絹綿交織）の産地として広く知られた。と

りわけ明治後期以降には、洋服地を中心とする毛織物生産地として急速に発展、大手民間企業が進出、

木曽川の水資源を活かした染色も含め、紡績から縫製まで行う総合的な繊維産業都市となった。一方、

昭和 40-50 年代を境に、我が国の製造業をとりまく環境が大きく変化し、繊維産業の国際競争力が低

下するのに従って、一宮市の産業構造も大きな影響を受けている。こうしたことから、一宮市におけ

る市街地形成と土地利用の変化要因としても、繊維産業が与えた影響は大きいものといえる。 
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図表 1-2-1 旧街道分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-2-2 社寺等分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画総括図（M.24 の地図を重ねる）

神社・寺分布図 
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図表 1-2-3 一宮市沿革図（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 町 村 合 併 年 月 日 

昭和 15年８月１日 葉栗郡葉栗村 

昭和 15年９月 20日 丹羽郡西成村 

昭和 30年１月１日 丹羽郡丹陽村、葉栗郡浅井町 

昭和 30年４月１日 

中島郡大和町・今伊勢町（開明

地区を除く）・奥町・萩原町、

葉栗郡北方村 

昭和 30年４月７日 丹羽郡千秋村 

平成 17年４月１日 尾西市、木曽川町 

 

北方

木曽川

尾西 

奥 

浅井 

西成 

千秋 

丹陽 

今伊勢 

大和 

萩原 

葉栗 

大正 平成

初年 11年 20年 22年 26年 27年 29年 32年 33年 39年 41年 43年 10年 15年 16年 26年 30年 17年

一宮市

昭和
30.4.1

野府村 尾西市

尾西市

東加賀野
井村

明治20.7.

一部岐阜
県へ

明治20.7.

阿古井村

吉藤村

一宮市

二子村

西ノ川村

萩原村

苅安賀村 大和町

明治
39.5.10

昭和
26.3.1

昭和
30.4.1

昭和
30.1.1

一宮市

平成
17.4.1

昭和
30.4.1

新神戸村

宮後村

中島村

高木村

林野村

河田方村

奥村

本神戸村

一宮市

大正10.9.1一色村

馬寄村 今伊勢村 今伊勢町

昭和16.5.10明治39.5.10

一宮村

開明村

一宮町

明治22.10.1

明治22.10.1

奥町

明治27.9.13

中島村（一部）

明治22.10.1

神戸村

明治22.10.1

神戸村

明治32.8.21

朝日村

明治39.5.10

萩原町

明治39.5.10西御堂村

東宮重村

西宮重村 新明村

明治22.10.1

朝宮村 萩原村

明治22.10.1

萩原町

明治29.4.20萩原村

明治11.12.28

串作村

滝村

高松村

戸苅村

築込村

花井方村

福森村

毛受村

馬引村

富田方村 日光村

明治22.10.1

大和村

明治41.5.1

妙興寺村 妙興寺村

明治22.10.1氏永村

苅安賀村

宮地花池村 三輪村

明治22.10.1戸塚村

北高井村 高井村

明治22.10.1南高井村

於保村
稲保村（一部）

明治22.10.1

開明村開明村

小原村
明治32.8.21

祐久村 祐賀村

明治11.12.28

岐阜県から

編入

上祖父江村

明治22.10.1

明治22.10.1

明地村

明治11.12.28

玉野村

西萩原村 大徳村

西中野村

北今村 起町

明治39.5.10東五城村

蓮池村

起町

明治29.2.24

昭和

上祖父江村

明治22.10.1

西五城村

板倉新田

苅安賀新田

藩 郡
明治

小信中島村

冨田村

起村

中島郡
名古屋
（尾張）

宮新田 三條村

明治22.10.1
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図表 1-2-4 一宮市沿革図（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正 平成

初年 11年 20年 22年 26年 27年 29年 32年 33年 39年 41年 43年 10年 15年 16年 26年 30年 17年

一宮市

昭和
30.4.7

熊代村

花地村

一宮市

昭和
30.1.1

下奈良村

下奈良酉
新田

豊原村
（一部）
明治

22.10.1

一宮市

昭和
30.4.1

一宮市

昭和
30.1.1

浅井町

町屋村

天摩村 青木村

明治

千秋村

明治39.5.1

加納馬場村 幼村

明治22.10.1芝原村

浅野羽根村 豊富村

明治22.10.1塩尻村

小山村

勝栗村 浮野村

明治22.10.1

明治22.10.1佐野村

穂積塚本村

一色村

浮野村

加茂村

明治11.12.28

九日市場村 丹陽村

明治39.7.1五日市場村 二川村

明治22.10.1伝法寺村

平島村

重吉村

三ツ井村

外崎村 三重島村

明治22.10.1

森本村

多加木村

猿海道村

馬見塚村

吾鬘村 多加森村

明治22.10.1

西成村

明治39.7.1

一宮市

昭和15.9.20浅野村 浅淵村

明治22.10.1南小淵村

北小淵村

柚木颪村

大赤見村

丹羽村

小赤見村 赤羽村

明治22.10.1

春明村

明治11.12.28

西大海道村

定水寺村 穂波村

明治22.10.1

時之島村

瀬部村
豊原村

明治26.11.18

瀬部村

明治29.11.30

木曽川町

明治43.2.10

葉栗郡

里小牧村 黒田町

明治39.5.10玉ノ井村

黒田村 黒田村

明治22.10.1

黒田町

明治27.12.24門間村

内割田村

外割田村

三ッ法寺村

曽根村 北方村

明治39.5.10北方村 北方村

明治22.10.1中島村

浅井町

明治39.5.10

黒岩村 瑞穂村

明治22.10.1大野村

極楽寺村

江森村

前野村

大日比野村 浅井村

尾関村

河田村

小日比野村

河端村

高田村 大田島村

明治
33.7.9

明治22.10.1

西浅井村

東浅井村

明治22.10.1

西海戸村

葉栗村

明治39.5.10

富塚村

一宮市

昭和15.8.1

佐千原村 佐千原村

明治22.10.1

島村

杉山村

大毛村

笹野村 光明寺村

昭和

田所村

更屋敷村

明治22.10.1光明寺村

一宮市

平成
17.4.1

藩 郡

丹羽郡

名古屋
（尾張）



３．都市機能の動向 
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１）人口特性 

■愛知県下では名古屋市を除き第 3位、尾張西部地域の 7割を占める人口規模 

■人口はゆるやかな増加基調 

■市街化区域内への人口集中度が低く、市街化調整区域へ分散 

 

(1)人口の集積 

平成 17 年国勢調査による人口は 371,687 人、世帯数は 127,386 世帯であり、これは愛知県下、名古

屋市を除く 32 市のなかで第 3位に位置する。尾張西部地域（「新世紀へ 愛知県 2010 計画」における

地域区分による、現在の一宮市及び稲沢市）における一宮市の人口シェアを国勢調査によりみると、

約 7割を永年占めており、地域における中核的な都市と位置づけることができる。 

一方、人口の集積の傾向をみると、平成 18 年都市計画基礎調査によれば総人口に占める市街化区域

人口の割合が 58.2％であり、県内の概ね人口 20 万人以上の類似規模他都市（概ね 70〜80％以上）と

比較して市街化区域内への人口集中度が低く、市街化調整区域へ広く分散した人口配置であることが

一宮市の特徴といえる。 

図表 1-3-1 尾張西部地域の人口とシェアの推移 

 

 

 

 

 

 

 (国勢調査・H12 以前の人口は合併後の市町村の計) 

図表 1-3-2 区域区分別の人口と密度構成 

 

 

 

(H18 都市計画基礎調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

面積(ha) 人口(千人) 密度(人/ha) 人口シェア 面積シェア 面積(ha) 人口(千人) 密度(人/ha) 面積(ha) 人口(千人) 密度(人/ha)

一宮市 3,802 216.4 56.9 58.2% 33.4% 7,589 155.3 20.5 4,960 263.4 53.1

豊橋市 6,174 287.4 46.6 77.2% 58.7% 19,952 85.1 4.3 4,351 261.9 60.2

岡崎市 5,740 310.1 54.0 87.4% 54.5% 16,957 44.6 2.6 4,794 265.3 55.3

春日井市 4,569 249.3 54.6 84.3% 50.0% 4,702 46.5 9.9 4,565 257.3 56.4

豊田市 5,122 240.7 47.0 62.5% 56.0% 30,441 144.5 4.7 4,028 247.6 61.5

市街化区域 市街化調整区域 ＤＩＤ

56.9

20.5

53.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

市街化区域 市街化調整区域 人口集中地区

(人/ha) 区域区分別の人口密度 総人口に対する市街化区域人口シェア 

一宮市

豊橋市

岡崎市

春日井市

豊田市

58.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

人口シェア
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30.0%

40.0%
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80.0%
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281,866

371,687
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150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

S.40 S.45 S.50 S.55 S.60 H.2 H.7 H.12 H.17
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世帯当り人員

2.92

4.91

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17

人
/
世

帯
 

(2)人口・世帯数の動向 

国勢調査による人口・世帯数の動向をみると、平成 17 年現在人口・世帯数とも増加傾向にあるが、

一方で世帯当り人員は減少傾向にある。また、愛知県及び県内の人口規模類似都市と比較すると、人

口増加率は昭和 40 年以降低い傾向にあり、平成 12 年から平成 17 年の 5年間における人口増加率（旧

2市 1町の計）は 2.5％と、愛知県平均 3.0％及び県内市部平均 2.9％と比較して低い水準にある。 

 

図表 1-3-3 人口・世帯数、世帯当り人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(国勢調査・H12 以前の人口は合併後の市町村の計) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口・世帯数

371,687

281,866

57,451

127,386
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200,000

250,000

300,000
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帯

人口

世帯数

増加率

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

S45/S40 S50/S45 S55/S50 S60/S55 H2/S60 H7/H2 H12/H7 H17/H12

増
加

率
（
%
）

3.0%（愛知県平均）

2.9%(県内市部平均）

2.5%（一宮市）

愛知県平均

県内市部平均

一宮市

豊橋市

岡崎市

春日井市

豊田市
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(3)年齢階層別人口 

一宮市の年齢階層別人口の構成率を国勢調査よりみると、中高年層が増加、若年層が減少しており、

全国的な傾向である「超高齢化」の現象が一宮市においても進行していることがわかる。一宮市の産

業特性の特色である繊維産業の集積の影響により、繊維産業の全盛期では女性の 20 歳前後の階層が平

均より若干高い傾向にあったが、近年ではその傾向は薄れ、愛知県平均を若干上回る程度である。 

 

図表 1-3-4 年齢階層別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(H17 国勢調査) 

 

 

 

 

 

 

（国勢調査（年齢不詳人口を按分したため、年齢別内訳の合計は必ずしも総人口と一致しない）） 

 

 

 

 

 

女性

14.7%

10.1%
10.9%

15.0%

19.7%

15.6%

11.8%

13.8%

14.4%

19.3%

14.6%

12.0%

13.6%

14.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

0～14計

15～24計

25～34計

35～44計

45～54計

55～64計

65以上計

一宮市

愛知県

男性

15.2%

11.8%
10.5%

15.0%

15.2%

14.6%

12.3%

14.6%

16.2%

16.9%

15.2%

12.0%

14.6%

16.0%

0.0%5.0%10.0%15.0%20.0%

0～14計

15～24計

25～34計

35～44計

45～54計

55～64計

65以上計

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

総人口（人） 346,972 353,999 362,726 371,687

うち0歳～14歳（人）
62,952
(18.1%)

57,323
(16.2%)

56,760
(15.6%)

56,943
(15.3%)

15歳～64歳（人）
250,392
(72.2%)

254,784
(72.0%)

252,765
(69.7%)

246,717
(66.4%)

65歳以上（人）
33,628
(9.7%)

41,892
(11.8%)

53,200
(14.7%)

68,026
(18.3%)
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図表 1-3-5 小ゾーン別人口伸び率（H17/H12 人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H18 都市計画基礎調査） 

図表 1-3-6 小ゾーン別人口密度（H17 人/ha） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H18 都市計画基礎調査） 
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図表 1-3-7 基本ゾーン別高齢者（65 歳以上人口）割合（H17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H18 都市計画基礎調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小ゾーン・・・・都市計画基礎調査の調査単位の一つで、市街化区域・市街化調整区域界、

町丁字界を基に設定された「基本ゾーン」を、さらに用途地域別に細分化

したもの。 

【都市計画基礎調査の調査単位】 

調査単位 内  容 

基本ゾーン 市街化区域・市街化調整区域界、町丁字界等で区分したもの 

小ゾーン 基本ゾーンを用途地域別に細分化したもの 
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第一次産業

農業
林業
漁業

第二次産業

鉱業
建設業
製造業

第三次産業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信
運輸業
卸売・小売業
金融・保険業
不動産業
飲食店・宿泊業
医療・福祉

教育・学習支援業
複合・サービス事業
サービス業（他に分類されないもの）
公務（他に分類されないもの）
分類不能の産業

第一次産業

農業
林業
漁業

第二次産業

鉱業
建設業
製造業

第三次産業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信
運輸業
卸売・小売業
金融・保険業
不動産業
飲食店・宿泊業
医療・福祉

教育・学習支援業
複合・サービス事業
サービス業（他に分類されないもの）
公務（他に分類されないもの）
分類不能の産業

 

２）産業特性 

■就業人口では尾張西部地域の 75％を占める産業集積 

■繊維工業から電気機器工業へと大きく転換する製造業 

■事業所数は減少、売り場規模は大型化する商業、購買力は市外流出傾向 

 

(1)従業人口の集積とその構造 

尾張西部地域における各都市の従業人口シェアを比較すると、平成 17 年国勢調査による従業地就業

人口（一宮市内を従業地とする就業者の数）は 146,759 人で、尾張西部地域の就業人口の約 75％を占

めており、当地域における重要な産業集積地であることがわかるが、常住人口（夜間人口）と従業地

就業人口の比較をみると、その比率は 0.39 で、県内類似他都市と比較すると、商業、工業集積が特に

高い豊橋市や豊田市と比べて低い水準にある。 

また、産業中分類別に従業地就業人口を他都市と比較すると、特定の産業に特化した傾向はみられ

ない。 

図表 1-3-8 常住人口と従業人口の比較 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3-9 就業構造（従業地ベース） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一宮市

豊橋市

岡崎市

春日井市

豊田市

（H17 国勢調査） 

常住人口 従業地就業人口 従業地就業人口/常住人口

一宮市  371,687 146,759 0.39
豊橋市  372,479 187,365 0.50
岡崎市  354,704  160,569 0.45
春日井市  295,802  118,141 0.40
豊田市  412,141 253,617 0.62

（H17 国勢調査） 

常住人口 従業地就業人口 就業人口シェア

一宮市 371,687 146,759 74.6%

稲沢市 100,269 49,857 25.4%

合計 471,956 196,616 100.0%

尾
張
西
部
地
域
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(2)第 1 次産業の特性 

一宮市の農業産出額は、約 45.3 億円で県内 19 位に相当する。生産品目としては、農業産出額の構

成比でみると、野菜類(大根、なす、ねぎ、白菜、キャベツ等)が 35.0％と最も多く、次いで米が 30.6％、

畜産が 14.2％と続いている。また時系列で農用地の変化を追うと、その面積は減少を続けており、平

成 2年から 17 年までの 15 年間に、経営耕地面積は 48.1％、農家人口は 37.4％の減少傾向を示してい

る。 

 

図表 1-3-10 農業産出額の内訳 

 

 

 

 

図表 1-3-11 経営耕地面積の内訳と農家人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ha） 

72.6% 26.1% 1.3%

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

平成２年

７年

１２年

１７年

田 畑 樹園地

単位：千万円
総額 米 野菜 畜産 加工農産物

一宮市計   563  172  197  80   0
構成比 100.0% 30.6% 35.0% 14.2% 0.0%

（愛知県統計年鑑（H17）） 

（農林業センサス） 

H17 下段は構成比 

計 田 畑 樹園地
平成 2年 2,986 2,082 885 19 34,829
　　 7年 2,624 1,848 741 35 29,077
　　12年 1,805 1,233 542 30 25,421
　　17年 1,550 1,125 405 20 21,815

100.0% 72.6% 26.1% 1.3%

経営耕地面積（ha)
農家人口(人）
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(3)第 2 次産業の特性 

工業統計調査によると、一宮市の平成 17 年における製造品出荷額等は約 7,692 億円で、県内 12 位

に相当している。平成 8 年から平成 17 年までの約 10 年間に製造品出荷額等では約 200 億円増加して

いるが、地域の地場産業である「繊維工業」の割合は 34.8％から 15.2％へと大幅に減少する一方で、

「電気機器」の割合は 20.5％から 38.9％へ増加し、出荷額も大きく増加していることから、一宮市の

工業分野において、大きな構造転換が起こっていることがわかる。 

従業者数では、「金属製品」が 11.9％増加している以外、他の品目分類では減少しており、全体とし

て 31.4％（10,749 人）減少している。事業所数では、全体で 41.2％（820 事業所）が減少しており、

すべての品目分類で減少している。これらから、「電気機器」の伸びは出荷額には反映されるものの、

従業者数や事業所数の増加には至っていない状況にある。 

 

図表 1-3-12 工業の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■事業所数の推移(箇所) 

■製造品出荷額等の推移（単位：百万円） 

■従業者数の推移(人) 
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図表 1-3-13 製造品出荷額等の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3-14 工業従業者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.8%

24.1%

15.2%

3.1%

2.0%

1.1%

6.0%

6.4%

12.0%

4.3%

4.9%

2.8%

10.4%

10.4%

8.6%

30.1%

20.5%

38.9%

22.7%

16.4%

25.3%

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000 800,000

平成８年

平成13年

平成17年

繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

42.5%

34.5%

27.7%

7.8%

5.1%

4.2%

11.5%

9.7%

9.7%

5.3%

6.5%

4.0%

10.4%

7.9%

10.1%

7.3%

6.9%

8.4%

27.9%

21.2%

31.7%

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

平成８年

平成13年

平成17年

繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

（あいちの工業）

（あいちの工業）

※製造品出荷額等は、製造品出荷額、加工賃収入額、修理料収入額、製造工程からでたくず及び廃物の出荷額

及びその他の収入額の合計であり、消費税及び内国消費税額を含んだ額である。 

製造品出荷額等 単位：百万円

総額 繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

平成８年 749,094 260,669 23,453 90,244 20,797 77,682 153,713 122,536
34.8% 3.1% 12.0% 2.8% 10.4% 20.5% 16.4%

平成13年 660,618 159,180 12,976 41,975 28,662 68,951 199,100 149,773
24.1% 2.0% 6.4% 4.3% 10.4% 30.1% 22.7%

平成17年 769,170 116,999 8,376 45,999 38,039 65,872 299,461 194,424
15.2% 1.1% 6.0% 4.9% 8.6% 38.9% 25.3%

H8-H17増減率(%) 2.7 -55.1 -64.3 -49.0 82.9 -15.2 94.8 58.7
上段：出荷額　下段：構成比（割合）

従業者数 単位：人
総数 繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

平成８年 34,267 14,549 2,688 3,308 1,375 2,704 2,373 7,270
42.5% 7.8% 9.7% 4.0% 7.9% 6.9% 21.2%

平成13年 26,355 9,086 1,335 2,546 1,395 2,729 1,911 7,353
34.5% 5.1% 9.7% 5.3% 10.4% 7.3% 27.9%

平成17年 23,518 6,504 984 2,696 1,539 2,364 1,985 7,446
27.7% 4.2% 11.5% 6.5% 10.1% 8.4% 31.7%

H8-H17増減率(%) -31.4 -55.3 -63.4 -18.5 11.9 -12.6 -16.4 2.4
上段：従業者数　下段：構成比(割合）
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図表 1-3-15 事業所数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3-16 工業業種の内訳の変化 

■出荷額                         ■従業者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（工業統計調査（4 人以上の事業所が対象）） 
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繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

事業所数 単位：箇所
総数 繊維工業 衣服身回品 プラスチック 金属製品 一般機械 電気機器 その他

平成８年 1,988 917 246 132 115 163 77 338
46.1% 12.4% 6.6% 5.8% 8.2% 3.9% 17.0%

平成13年 1,447 598 125 131 91 149 56 297
41.3% 8.6% 9.1% 6.3% 10.3% 3.9% 20.5%

平成17年 1,168 412 83 110 102 133 45 283
35.3% 7.1% 9.4% 8.7% 11.4% 3.9% 24.2%

H8-H17増減率(%) -41.2 -55.1 -66.3 -16.7 -11.3 -18.4 -41.6 -16.3
上段：従業者数　下段：構成比（割合）

（あいちの工業）
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(4)第 3 次産業の特性 

一宮市は、繊維工業製品を中心とする卸売業等を中心に、尾張西部最大の商業地として発展してき

た。平成 16 年の年間販売額(卸・小売業計)は約 8,993 億円で、県内 5位に相当する。その一方郊外店

舗の立地等によって、中心市街地の商業拠点性は低下傾向にある。（P28 参照）また、小売吸引力（人

口当り販売額の対県比）及び買回品の地元購買率が低下していることからも、市内の購買力が市外へ

と流出している傾向がうかがわれる。 

平成 9年と 16 年の比較でみると事業所数、従業者数は県平均を上回る減少傾向、販売額も減少傾向

だが、県平均減少率よりは下回る程度である。また小売業の売り場面積は県平均を上回る増加傾向が

みられ、「事業所数は減少、規模は大型化」という傾向がみてとれる。 

 

・事業所数：小売業、卸売業ともに県平均以上の減少率。 

・従業者数：小売業は減少（県平均は増加）、卸売業、総計は県平均以上の減少率。 

・販 売 額：小売業、卸売業ともに減少。小売業は県平均以上の減少、卸売業、総計の減少率は

県平均を下回る。 

・売場面積：小売業の売場面積は 14.9％増であり、県平均の 11.9％を上回る増加。 

 

図表 1-3-17 商業の動向(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成９年 平成14年 平成16年 H9-16伸び率(%) 平成９年 平成14年 平成16年 H9-16伸び率(%) 平成９年 平成14年 平成16年 H9-16伸び率(%)

事業所数 旧一宮市 2,703 2,424 2,253 -16.6 1,072 930 841 -21.5 3,775 3,354 3,094 -18.0

旧尾西市 525 424 395 -24.8 123 99 89 -27.6 648 523 484 -25.3

旧木曽川町 293 284 239 -18.4 59 53 49 -16.9 352 337 288 -18.2

一宮市計 3,521 3,132 2,887 -18.0 1,254 1,082 979 -21.9 4,775 4,214 3,866 -19.0

愛知県 74,204 65,689 61,375 -17.3 28,816 26,421 25,547 -11.3 103,020 92,110 86,922 -15.6

従業者数 旧一宮市 15,541 15,631 15,418 -0.8 8,612 7,214 6,558 -23.9 24,153 22,845 21,976 -9.0

旧尾西市 2,739 2,454 2,349 -14.2 1,034 634 648 -37.3 3,773 3,088 2,997 -20.6

旧木曽川町 1,348 1,884 1,686 25.1 274 294 279 1.8 1,622 2,178 1,965 21.1

一宮市計 19,628 19,969 19,453 -0.9 9,920 8,142 7,485 -24.5 29,548 28,111 26,938 -8.8

愛知県 409,138 446,797 431,408 5.4 324,117 287,515 267,382 -17.5 733,255 734,312 698,790 -4.7

販売額 旧一宮市 329,793 290,811 294,907 -10.6 646,475 499,446 482,378 -25.4 976,268 790,257 777,285 -20.4

(百万円） 旧尾西市 49,898 35,942 35,368 -29.1 55,822 54,569 48,035 -13.9 105,720 90,511 83,403 -21.1

旧木曽川町 19,691 27,591 28,683 45.7 11,066 9,743 9,880 -10.7 30,757 37,334 38,563 25.4

一宮市計 399,382 354,344 358,958 -10.1 713,363 563,758 540,293 -24.3 1,112,745 918,102 899,251 -19.2

愛知県 8,605,120 8,059,876 7,937,608 -7.8 50,254,028 33,465,615 32,944,845 -34.4 58,859,148 41,525,491 40,882,453 -30.5

売場面積 旧一宮市 278,814 299,144 312,761 12.2 - - - - - - - -

(㎡） 旧尾西市 55,121 55,252 53,643 -2.7 - - - - - - - -

旧木曽川町 19,004 42,570 39,274 106.7 - - - - - - - -

一宮市計 352,939 396,966 405,678 14.9 - - - - - - - -

愛知県 7,316,602 8,062,541 8,185,619 11.9 - - - - - - - -

商業統計調査

小　売　業 卸　売　業 総　　計

（商業統計調査）
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図表 1-3-18 商業の動向(2) 

■事業所（箇所）                   ■従業者数（人） 

 

 

 

 

 

 

■販売額（百万円）                  ■売場面積（㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3-19 買回品の自市内購買率の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-3-20 小売吸引力の動向 
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千
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） 愛知県

一宮市吸引力0.89

吸引力0.87

年次
小売販売額
（ 百万円）

人口
１ 人あたり 販
売額( 千円) a

小売商品販
売額

人口
１ 人あたり 販
売額（ 千円） b

H 9 8, 605, 120 6, 838, 342 1, 258 399, 382 357, 740 1, 116 0. 89
H 16 7, 937, 608 7, 199, 988 1, 102 358, 958 374, 065 960 0. 87

資料： 住民基本台帳・ 商業統計

一宮市
小売吸引
力( b/a)

愛知県

（住民基本台帳・商業統計調査）

S57 H3 H12
旧一宮市 81.2 78.6 72.5
旧尾西市 65.6 58.2 47.6
旧木曽川町 27.7 19.5 27.8
一宮市計 85.2 80.1 74.8

買回品

※一宮市計は、旧一宮市から旧尾西市、旧木曽川町への

買物、旧尾西市から旧一宮市、旧木曽川町への買物、

旧木曽川町から旧一宮市、旧尾西市への買物を含む 

81.2

65.6

27.7

85.2
78.6
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80.1

72.5

47.6
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74.8
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１）土地利用・建物利用の状況 

■宅地と農用地が混在し、市街化区域と市街化調整区域の区分が不明確 

（市街化調整区域にも DID が存在） 

■地場産業である繊維工場が住宅市街地、集落地に混在 

■工場跡地の土地利用転換（マンション立地等）が進む 

■中心市街地の人口減少と商業の衰退傾向が進む 

■中心市街地外における大型商業施設立地 

 

(1)土地利用の特性 

一宮市は、人口 30 万超を擁する都市でありながら、農用地、河川・水路等の占める面積が 4割を超

えている一方、まとまった森林がほとんどないことが土地利用上の特徴である。また、市街化区域に

農用地が比較的多い一方、市街化調整区域にも宅地が多く存在し、全体的に宅地と農用地が混在した

土地利用形態も特徴である。これは平野に広範に分散した集落地の集合体からなる一宮市の都市形成

の歴史を要因とするものである。DID の変遷図からみても、市域北東部を中心として、市街化調整区域

にも DID が広範にひろがり、かつ平成 17 年時点でさらに拡大傾向にあることがわかる。 

このことは市街化区域内外の人口の分布データからもうかがわれる。市街化区域への人口の集中度

が低いと同時に、市街化調整区域の人口密度が県内の他都市と比較して高いのが特徴である。 

また、市街地、集落地における土地利用上の特徴といえる点として、繊維産業を地場産業として栄

えた一宮市の歴史を背景として、大小織りまぜた工業施設が分散立地し、住居系土地利用との混在が

進んでいることが挙げられる。この実態を反映し、用途地域の指定状況をみても、他都市と比較して

準工業地域の占める比率が際立って高いこと、その反面、工業系用途地域内における住宅地の率が高

いことが特徴である。集落地においても、集落と工場の混在がみられる。一方、こうした工場の特徴

ある「のこぎり屋根」が、地域の原風景として定着している。 

産業構造の変化を背景とした繊維産業の衰退化の影響を受け、これら工業用地の土地利用転換が進

んでいる。大規模な用地では商業施設への転換もみられ、またマンション立地も進む一方、空地化し

たものもみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DID【人口集中地区（Densely Inhabited District）】 

国勢調査において、都市的地域の特質を明らかにするため昭和 35 年から設定された統計上の

地域単位で、市区町村の境域内の人口密度の高い基本単位区（原則として人口密度が 1 平方キ

ロメートル当たり 4,000 人以上）が隣接して、その人口が 5,000 人以上となる地域のこと。 



 

21 

 

図表 1-4-1 土地利用内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（土地に関する統計年報 H18） 

 

 

 

　注1)　「宅地」から「住宅地」を除いた工業用地等である。
　　2)  総面積から「宅地」，「農用地」，「森林・原野」，「道路」及び「水面・河川・水路」の各面積を差し引いた
　　　　ものである。
　資料　県地域振興部土地水資源課「土地に関する統計年報」（H18）

住宅地
その他
注1）

田 畑
採草

放牧地
一宮市 11,391 3,112 1,411 2,060 1,390 - - 1,943 1,191 274
愛知県 516,214 53,197 37,048 47,400 36,500 232 220,143 45,906 24,065 51,623
豊橋市 26,135 3,238 2,450 2,740 5,320 - 4,330 3,049 1,690 3,318
岡崎市 38,724 2,734 1,603 2,604 908 - 23,350 2,282 1,672 3,569
春日井市 9,271 2,099 1,255 548 477 - 1,625 1,212 358 1,692
豊田市 91,847 3,668 2,366 5,390 1,750 - 62,844 3,885 2,851 9,003

森林
原野

道路
水面
河川
水路

その他
注2）

宅地 農用地
総面積

39.7% 30.3% 17.1% 10.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一宮市

愛知県

豊橋市

岡崎市

春日井市

豊田市

構成比

宅地

農用地

森林原野

道路

水面 河川 水路

その他

計 田 畑
一宮市 239 108 130 3,802 6.29
愛知県 5,652 1,780 3,872 111,468 5.07
豊橋市 371 48 324 6,174 6.01
岡崎市 277 119 158 5,740 4.83
春日井市 211 56 156 4,569 4.62
豊田市 138 16 122 5,152 2.68

市街化区域内農用地(ha) 市街化区域
面積(ha)

割合(%)
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図表 1-4-2 土地利用現況(中心市街地周辺) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 1-4-3 土地利用現況(南部地域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15 年度都市計画基礎調査） 

(平成 15 年度都市計画基礎調査） 



 

23 

 

図表 1-4-4 土地利用現況(旧尾西市域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-5 土地利用現況(旧木曽川町域) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(平成 15 年度都市計画基礎調査） 

(平成 15 年度都市計画基礎調査） 
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図表 1-4-6 法規制図（農業振興地域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 17 年度 都市計画基礎調査） 
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図表 1-4-7 人口集中地区(DID)の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-8 準工業地域指定の現況 

  

42.5

0

10

20

30

40

50

一宮市 豊橋市 岡崎市 春日井市 豊田市

(%)

（国勢調査）

市街化区域
面積（ha）

準工業地域 割合（%）

一宮市 3,802 1,615 42.5%
豊橋市 6,174 979 15.9%
岡崎市 5,740 957 16.7%
春日井市 4,569 529 11.6%
豊田市 4,919 369 7.5%

　　　　(都市計画基礎調査）

※用途地域等、都市計画の詳細については、 
 別添｢都市計画総括図｣のとおり。 
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図表 1-4-9 用途地域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-10 住居系用途地域内の土地利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 凡  例 

住宅地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

商業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

工業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

住居系用途地域界 

住居系用途地域内は、一部の幹線

道路沿道を除いて、概ね住宅とし

ての土地利用が過半を占めている

ことがわかる。 

第一種低層住居地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居専用地域

第二種住居専用地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

凡   例
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図表 1-4-11 商業系用途地域内の土地利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-12 工業系用途地域内の土地利用状況

 凡  例 

住宅地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

商業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

工業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

商業系用途地域界 

 凡  例 

住宅地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

商業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

工業地率 50%以上かつ宅地率 50%以上 

工業系用途地域界 

商業系用途地域のうち、商業系土

地利用が過半を占めるのは一宮駅

周辺の中心市街地とせんい団地の

みであり、その他の地区では住宅

としての土地利用が過半を占める

地区が目立つ。 

工業系用途地域のうち、工業系土

地利用が過半を占めるのは明地工

業専用地域、丹陽町地域等一部の

地区のみであり、その他では住宅

としての利用が過半を占める地区

が目立つ。また国道 22 号沿道等、

商業地としての利用が過半を占め

る地区もみられる。 
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図表 1-4-13 4 階以上の建物分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)中心市街地の土地利用特性 

中世から広域的な拠点として栄えた一宮市中心市街地であるが、近年では居住人口と商店の減少傾

向が続いている。人口減少に関しては H12 以降低下傾向に歯止めがかかっているが、商店街について

は依然減少傾向が続いている。過去に立地した大規模店舗の分布をみると、その多くは中心市街地以

外に立地している。このことからみて、自動車利用の進展に伴い大規模商業施設の立地が中心市街地

の外部で進んだことが、中心商業地の商店減少の一因であるものと考えられる。 

 

図表 1-4-14 中心市街地の状況 

■中心市街地居住人口 

 

 

※本町及び栄を中心市街地として集計            （資料：国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

S60 H2 H7 H12 H17
人口（人） 3,968 3,531 3,235 2,987 3,067
S60を100
とした指標

100 89.0 81.5 75.3 77.3

60

80

100

120

S60 H2 H7 H12 H17
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■商店街の動向 

 

 

※本町及び栄を中心市街地として含まれる商店街のデータを使用 

                              （資料：商業統計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-15 大型小売店舗立地状況 
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商店数
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S60 H6 H16

商店数 263 237 188

年間販売額 17,357 16,115 8,306
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２）都市基盤施設の整備状況 

■旧一宮市域で土地区画整理事業が進み、市街化区域の約 29％が整備 

■市街化調整区域にも多く計画されている都市計画道路 

■都市公園は市域南部に集中、河川敷を活用した大規模公園緑地は北部・西部（木曽川） 

■公共下水道の整備水準は低い 

 

(1)市街地開発事業の経緯 

一宮市の市街化区域のうち、土地区画整理事業により面的に都市基盤施設が整備されてきたのは旧

一宮市域である。これまでに 14 地区、約 1,111ha の事業が着手されており、その経緯を着手年度ベー

スでみると、1947 年事業着手の戦災復興土地区画整理事業にはじまり、1980 年代までに施行面積の 9

割以上の事業が着手されている。現在施行中の伝法寺地区 89.4ha を含め、現市街化区域面積の約 29％

に相当する。また、外崎、九日市場の 2地区を計画している。 

この他、国道 22 号沿道の約 96ha において、土地区画整理事業によらない他の手法で面的整備を行

っている。 

 

図表 1-4-16 土地区画整理事業の施行状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1940年代
27%

1950年代
10%

1960年代
22%

1970年代
29%

1980年代
4%

1990年代
8%

2000年代
0%

土地区画整理事業の累積施行面積構成（着手ベース） 

事業着手 換地処分 面積（ha）
市街化区域に
対する割合

① 一宮復興１ 1947 1973 259.5
② 一宮復興2 1947 1977 40.5
③ 西部 1956 1970 114.9
④ 丹陽西 1968 1971 30.2
⑤ 東部 1965 1974 105.1
⑥ 西部第2 1963 1979 109.9
⑦ 森本 1972 1992 98.3
⑧ 平島 1972 1977 33.7
⑨ 吾鬘 1976 1981 27.3
⑩ 三ツ井 1974 1996 91.3
⑪ 多加木特定 1979 1998 71.4
⑫ 猿海道特定 1985 2005 24.8
⑬ 印田第１ 1986 2007 14.5

1,021.4 26.9%
⑭ 伝法寺 1992 未 89.4

89.4
1,110.8 29.2%

施行中計

施行済計

施行済・中計
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図表 1-4-17 市街地開発事業状況図 

 

番号 名称
事業
主体

施行
年度

施行
面積(ha)

① 一宮復興（第1工区）土地区画整理事業 県知事 S22～S48 259.5

② 一宮復興（第2工区）土地区画整理事業 県知事 S22～S51 40.5

③ 西部土地区画整理事業 市 S31～S44 114.9

④ 丹陽西土地区画整理事業 市 S43～S46 30.2

⑤ 東部土地区画整理事業 市 S40～S49 105.1

⑥ 西部第2土地区画整理事業 市 S38～S54 109.9

⑦ 森本土地区画整理事業 市 S47～H4 98.3

⑧ 平島土地区画整理事業 組合 S47～S51 33.7

⑨ 吾鬘土地区画整理事業 組合 S51～S56 27.3

⑩ 三ツ井土地区画整理事業 組合 S49～H8 91.3

⑪ 多加木特定土地区画整理事業 組合 S54～H10 71.3

⑫ 猿海道特定土地区画整理事業 組合 S60～H17 24.8

⑬ 印田第1土地区画整理事業 市 S61～H20 14.5

⑭ 伝法寺土地区画整理事業 組合 H4～H26 89.4

⑮ 外崎地区 - - -

⑯ 九日市場地区 - - -

計
画

施
行
済

施
行
中



 

32 

 

(2)道路 

市内には高規格幹線道路として名神高速道路、東海北陸自動車道の 2 路線が通り、一宮、一宮西、

尾西、一宮木曽川と計 4つのインターチェンジや両高速道路をつなぐジャンクションがある。 

また、地域高規格道路として名岐道路が一部整備され、名神高速道路、東海北陸自動車道と一体と

なって地域相互の交流促進や空港・港湾への連絡等、広域自動車交通網の結節点として位置づけられ、

高速交通体系の利便性は高い。 

こうした高速交通体系とともに、一般道レベルの広域幹線道路としては、南北方向に国道 22 号、県

道名古屋一宮線、同岐阜稲沢線、東西方向には国道 155 号、県道一宮犬山線、同大垣一宮線等が代表

的なものとして挙げられる。 

 

一宮市においては、都市計画道路 86 路線、総延長 272.95km が計画されている。このうち幹線街路

については、市街化調整区域内の計画延長が 47.8％を占めており、愛知県平均の 37.6％を上回ってい

る。これは市街化調整区域にも広く人口が分散する一宮市の都市構造の特徴を反映している。 

また一宮市中心市街地の都市構造の変化に大きな影響を与えた事業として、東海道本線と名鉄の連

続立体交差事業が挙げられる。16 年の事業期間を要した連続立体交差事業（鉄道高架）は平成 8 年に

完成し、JR 東海道本線、名鉄名古屋本線・尾西線の 3線を合わせ、高架延長 11.6km に及ぶ。 

 

図表 1-4-18 都市計画道路供用率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　単位:㎞

計画決定延長
供用延長

（暫定供用含む）
供用率（%）

自動車専用道路 4.89 4.89 100%

幹線街路 256.19 151.29 59%

区画街路 11.17 10.97 98%

特殊街路 0.7 0.7 100%

計 272.95 167.85 61%

　　　　(H19.3.31現在)（H19.3.31 現在）

単位:km

市街化区域 市街化調整区域 計

133.68 122.51 256.19

52.2% 47.8% 100.0%

2827.66 1702.47 4530.13

62.4% 37.6% 100.0%

幹線街路の計画決定延長

一宮市

愛知県

（H19.3.31 現在）
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図表 1-4-19 管理者別道路網現況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 1-4-20 都市計画道路整備状況図（幹線街路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H19.3.31 現在）

（H19.3.31 現在）
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(3)公園・緑地 

一宮市においては、119 箇所、171.83ha の都市公園（国営公園を含む）が整備されている。一宮市

の人口一人あたりの公園・緑地面積は 4.51 ㎡であり、これは国土交通省が定める公園緑地の目標確

保量 10 ㎡を大きく下回っている。 

都市公園等の分布状況をみると、土地区画整理事業により整備された都市公園が市域南部に集中し、

その他の地域では施設が不足している等、整備状況に地域格差が生じている。その一方、一宮市の土

地利用、自然環境の現況をみれば、市域北部及び西部は木曽川に接しており、河川敷を利用した大規

模公園・緑地はこれらの地域において充実している。 

また、山林は有しないものの市街地内、集落地内の農用地、社寺林等が分布することや、木曽川以

外の河川・水路が多く流下していることから、水辺空間は豊富にある。 

 

図表 1-4-21 都市公園の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             （H19.3.31 現在） 

 

公園種別 公園箇所 都市公園面積
街区公園 84 25.11ha
近隣公園 12 17.99ha
地区公園 4 21.84ha
総合公園 1 35.2ha
運動公園 1 24.1ha
特殊公園 5 24.15ha

緑道 2 0.2ha
緑地 9 2.84ha
小計 118 151.43ha

市開設済面積に対する
1人当たり公園面積

- 3.97㎡

国営公園 1 20.40ha
小計 119 171.83ha

開設済面積（国営公園含む）
に対する1人当り公園面積

- 4.51㎡
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図表 1-4-22 都市公園等分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H19.3,31 現在） 

 

(4)下水道 

公共下水道は、一宮市全域に計画されており、その整備状況をみると、平成 17 年度末時点で処理区

域人口 153 千人、普及率 41.0%である。これは豊橋(73.8%)、岡崎(66.4%)、春日井(62.8%)、豊田(56.3%)

等県内類似他都市と比較してかなり低い状況にある。 

 

図表 1-4-23 下水道普及率 

 

 

 

 

 

 

（H19 あいちの下水道） 

※H17 年度データ 

 

一宮市 153,329 41.0%

豊橋市 266,846 73.8%

岡崎市 237,110 66.4%

春日井市 185,181 62.8%

豊田市 223,951 56.3%

下水道
処理区域

人口
（千人）

普及率
（%）
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図表 1-4-24 下水道供用開始区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H19.3.31 現在）




